
会
期

　

令
和
３
年
２
月
24
日
か
ら
３

月
23
日
ま
で
の
28
日
間

本
会
議
１
日
目
（
２
月
24
日
）

　

議
案
説
明
員
の
定
期
報
告
、

監
査
報
告
、
専
決
処
分
の
報
告

　

２
年
度
補
正
予
算
な
ど
の
議

案
の
上
程
、
各
委
員
会
へ
付
託

　

一
般
質
問

各
常
任
委
員
会
・
庁
舎
建
設
特

別
委
員
会
（
２
月
26
日
～
３
月

３
日
）

　

付
託
議
案
の
審
査

本
会
議
２
日
目
（
３
月
４
日
）

　

各
委
員
長
か
ら
付
託
議
案
の

審
査
結
果
報
告
、
採
決

　

３
年
度
当
初
予
算
案
、
関
連

議
案
の
上
程

　

市
長
の
施
政
方
針
演
説

本
会
議
３
日
目
（
３
月
９
日
）

　

総
括
質
問

本
会
議
４
日
目
（
３
月
10
日
）

　

総
括
質
問

　

予
算
特
別
委
員
会
設
置
、
審

査
の
付
託
、
委
員
選
任

予
算
特
別
委
員
会
（
３
月
11
日

～
18
日
）

　

付
託
議
案
の
審
査

本
会
議
最
終
日
（
３
月
23
日
）

　

予
算
特
別
委
員
長
か
ら
３
年

度
当
初
予
算
案
、
関
連
議
案
の

審
査
結
果
報
告
、
採
決

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員

の
選
挙

　

副
市
長
・
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任
、
教
育
委
員
の

任
命

　
第
１
回
定
例
会
で
は
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
を

は
じ
め
と
す
る
新
年
度
関
連
の
議
案
や
人
事
案
件
な
ど
41

件
を
審
議
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
新
庁
舎
整
備
の
た
め

事
業
者
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
議
案
を
否
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
一
般
質
問
で
は
５
人
、
総
括
質
問
で
は
６
人
の

議
員
が
市
の
重
要
課
題
に
対
し
て
見
解
を
た
だ
し
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

お城まつり　岸和田城ライトアップ

　

議
員
報
酬
等
に
関
す
る
条
例

改
正
案
の
上
程
、
採
決

  

議
会
運
営
委
員
会
に
よ
る
閉

会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出

制
を
見
直
し
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
を
防
が
れ
た
い
。

▽
行
財
政
改
革
を
的
確
に
進
め
、

必
要
な
施
策
に
は
重
点
的
に

費
用
を
支
出
す
る
よ
う
な
特

徴
の
あ
る
市
政
運
営
に
取
り

組
ま
れ
た
い
。

▽
公
共
施
設
の
再
編
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
理
解
を
得
ら
れ

る
よ
う
丁
寧
に
説
明
を
行
う

な
ど
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
・

調
整
力
を
発
揮
さ
れ
た
い
。

▽
市
有
地
売
却
に
つ
い
て
は
、

３
年
度
に
予
定
し
て
い
る
土

地
に
加
え
、
過
去
に
予
定
し

て
い
な
が
ら
未
契
約
と
な
っ

て
い
る
土
地
に
つ
い
て
も
収

入
確
定
さ
せ
る
よ
う
全
庁
的

な
体
制
で
取
り
組
ま
れ
た
い
。

▽
保
育
士
確
保
事
業
を
確
実
に

実
施
し
、
そ
の
効
果
や
待
機

児
童
、
保
育
士
不
足
の
状
況

を
踏
ま
え
、
施
策
の
継
続
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

▽
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
を
見

直
す
と
と
も
に
、
少
人
数
学

級
を
早
急
に
実
現
さ
れ
た
い
。

▽
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編

に
当
た
っ
て
は
、
身
近
な
施

設
を
残
し
、
公
的
責
任
を
果

た
さ
れ
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
終
息
が
見
え
な
い
今
、
本

市
も
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
が
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
コ
ロ

ナ
禍
で
も
増
加
し
続
け
て
い
る
。

　

待
機
児
童
対
策
で
は
保
育
士

確
保
事
業
の
実
施
、
小
・
中
学

校
で
は
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
開
始
な
ど
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
予
算
が

拡
充
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
、
評

価
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
地
方
自
治
体
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
市
民
の
命
や
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
で
あ
り
、
行
財

政
再
建
プ
ラ
ン
を
基
調
と
す
る

予
算
に
は
反
対
す
る
と
い
う
意

見
が
あ
っ
た
。

　

採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
予

算
は
賛
成
多
数
、
そ
の
他
の
議

案
は
満
場
一
致
を
も
っ
て
原
案

を
可
決
し
た
。

▽
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
実
現
に
向
け
、
各
種
事

業
の
充
実
に
努
め
ら
れ
た
い
。

▽
多
胎
児
妊
婦
健
康
診
査
受
診

券
の
拡
充
及
び
産
婦
健
康
診

査
の
助
成
を
実
施
さ
れ
た
い
。

▽
税
外
収
入
を
確
保
す
る
た
め
、

広
告
収
入
の
促
進
に
努
め
ら

れ
た
い
。

▽
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
生
活
に
困

窮
す
る
市
民
が
増
え
て
い
る

状
況
の
な
か
、
担
当
課
の
体

◆
審
査
過
程
で
の

主
な
意
見
・
要
望

予
算
特
別
委
員
会
　
委
員
長
報
告

〔

◎
稲
　
田
　
悦
　
治

○
堂
　
本
　
啓
　
祐

　
田
　
中
　
市
　
子

　
反
　
甫
　
　
　
旭

　
南
　
　
　
加
代
子

　
友
　
永
　
　
　
修

　
西
　
田
　
武
　
史

　
京
　
西
　
且
　
哲

　
松
　
本
　
妙
　
子

　
岡
　
林
　
憲
　
二

　
中
　
井
　
良
　
介

【予　算　特　別　委　員】

◎   委  員  長
○   副委員長

〔

令
和
３
年
度
予
算
　
賛
成
多
数
で
可
決

新
庁
舎
　
工
事
請
負
契
約
の
議
案
を
否
決
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き し わ だ 議 会 だ よ り 第184号(2) 令和3年(2021年 ) 5月1日

件　　名

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

結　果議 員 名
倉 

田

田 

中

堂 

本

殿 

本

反 

甫

宇 

野

烏 

野
南

井 

舎

友 

永

西 

田

桑 

原

岩 

﨑

河 

合

米 

田

京 

西

松 

本

岡 
林

雪 
本

鳥 

居

稲 

田

中 

井

岸 

田

今 

口

会 派 名 維 共 維 誠 未 維 未 公 無 公 次 公 公 次 公 次 公 誠 次 誠 次 共 共 共

 議案第７号　工事請負契約の締結について
　　　　　　　（岸和田市新庁舎整備事業設計施工業務）

○ × × × × × × × × × × × ×
議

長
× ○ × × × × ○ × × × 否 決

 議案第 25 号　令和３年度岸和田市一般会計予算 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 可 決

　令和３年度の岸和田市一般会計予算を定めるものです。

【反対討論】
  ・小・中学校の適正化、市立幼稚園・保育所の再編、公民館・青少年会館・社会体育施

設の再編などを行おうとしているが、コロナ禍において地方自治体に求められている
ことは、市民の命や暮らしを守ることである。従来の方針である行財政再建プランを
進めようとする予算には反対する。

 議案第 40 号　副市長選任につき同意を求めるについて
 　　　　　　 （戎

えびすいやすたか

井靖貴氏）
○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議

長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × 同 意

 市議案第１号　議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に
 　　　　　　　関する条例の一部改正について

○ × ○ × ○ ○ ○ × × × × × ×
議

長
× × × × × × × × × × 否 決

　令和２年６月から３年３月まで議員報酬などを 10％
減額していましたが、引き続き市民の安心・安全に資
するため、期限を４年３月まで延ばすものです。

　　賛成討論、反対討論ともになし。

（議長は表決しません）

賛 否 が 分 か れ た 議 案 公…公 明 党　　次…次世代政策会議     　無…無所属クラブ     
共…日 本 共 産 党　　維…大 阪 維 新 の 会
誠…誠 和 ク ラ ブ　　未…き し わ だ 未 来 　　○…賛成 ×…反対

主
旨

主
旨

議 案 番 号 件　　名　・　内　　容

議案第１号 岸和田市附属機関条例及び特別職の職員で非常勤の者
の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

議案第２号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について

議案第３号 令和２年度岸和田市一般会計補正予算（第 12 号）
　ふるさと寄附金が想定より増加したことから、返礼品な

どの経費を追加するための費用や、新型コロナウイルスワ

クチン接種を実施するための費用などです。

議案第４号 令和２年度岸和田市国民健康保険事業特別会計補正
予算（第４号）

議案第５号 令和２年度岸和田市財産区特別会計補正予算（第１号）

議案第６号 令和２年度岸和田市病院事業会計補正予算（第４号）

議案第８号 財産の無償譲渡及び無償貸付について
　元睦会館を民間運営することで、城周辺の観光拠点とし

てにぎわいづくりを図るため、建物を無償譲渡し、市有地

の一部を無償貸し付けするものです。

議案第９号 あらたに生じた土地の確認について

議案第 10 号 町の区域の変更について

議案第 11 号 市道路線の認定及び廃止について

議案第 12 号 教育委員会の委員任命につき同意を求めるについて

（谷
たに

口
ぐち

馨
かおる

氏）

議案第 13 号
～議案第 15号

固定資産評価審査委員会の委員選任につき同意を 

求めるについて（石
いしかわたかゆき

川貴之氏、荻
お ぎ の し げ ひ ろ

野成宏氏、赤
あかまつ

松訓
さとし

氏）

議案第 16 号 岸和田市附属機関条例及び特別職の職員で非常勤の者
の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について
　岸和田城天守閣の耐震安全性について補強が必要である

と診断されたことから、天守閣の耐震対策に関する計画に

ついて調査・審議を行う岸和田城天守閣耐震対策検討委員

会を設置するものです。

議案第 17 号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正について

議 案 番 号 件　　名　・　内　　容

議案第 18 号 一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

議案第 19 号 岸和田市建築物エネルギー消費性能適合性判定等に
係る手数料に関する条例等の一部改正について

議案第 20 号 岸和田市重度障害者の医療費の助成に関する条例の
一部改正について

議案第 21 号 岸和田市国民健康保険条例の一部改正について

議案第 22 号 岸和田市介護保険条例の一部改正について

議案第 23 号 市営自転車競技条例の一部改正について

議案第 24 号 岸和田市火災予防条例の一部改正について

議案第 26 号 令和３年度岸和田市国民健康保険事業特別会計予算

議案第 27 号 令和３年度岸和田市自転車競技事業特別会計予算

議案第 28 号 令和３年度岸和田市土地取得事業特別会計予算

議案第 29 号 令和３年度岸和田市後期高齢者医療特別会計予算

議案第 30 号 令和３年度岸和田市介護保険事業特別会計予算

議案第 31 号 令和３年度岸和田市財産区特別会計予算

議案第 32 号 令和３年度岸和田市上水道事業会計予算

議案第 33 号 令和３年度岸和田市下水道事業会計予算

議案第 34 号 令和３年度岸和田市病院事業会計予算

議案第 35 号 市立岸和田市民病院における期末手当の特例に関す
る条例の制定について

議案第 36 号 令和２年度岸和田市病院事業会計補正予算（第５号）

議案第 37 号 令和３年度岸和田市一般会計補正予算（第１号）

議案第 38 号 令和３年度岸和田市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

議案第 39 号 令和３年度岸和田市介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）

全 会 一 致 で 可 決 し た 議 案



岡林　憲二
誠和クラブ 代表

烏野　隆生
きしわだ未来 代表

宇野　真悟
大阪維新の会 代表

西田　武史
次世代政策会議 代表

岸田　厚
日本共産党 代表

桑原　佳一
公明党 代表

①
新
型
コ
ロ
ナ
の
甚
大
な
影
響
は
、
議
会
・
行
政
の
双
方
に

と
っ
て
想
定
外
の
こ
と
で
あ
り
、
感
染
拡
大
前
の
方
針
を

大
き
く
見
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
う
ち
、
約

２
億
５
千
万
円
の
使
い
道
が
定
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
今

後
も
続
く
新
し
い
生
活
様
式
の
な
か
で
苦
し
む
市
民
や
事
業

者
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
活
用
し
、
効
果
的
、
効
率

的
な
支
援
と
対
策
を
速
や
か
に
実
施
す
る
よ
う
要
望
し
た
。

②
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
次
の
点
を
確
認
し
た
。

・
全
て
の
事
業
者
の
提
案
が
高
評
価
で
あ
っ
た
点

・
失
格
と
し
た
事
業
者
へ
聞
き
取
り
を
実
施
し
た
日

　

時
、
場
所
及
び
そ
の
通
知
日

・
失
格
と
判
断
し
通
知
す
る
起
案
・
決
裁
日
と
内
容

①
外
部
委
員
が
い
る
審
議
会
や
議
会
な
ど
に
対
し
、
情
報
共

有
を
十
分
に
行
う
こ
と
。
②
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
、
一
日
も
早
く
本
市
の
計
画
を
立
て
、
速
や
か
に
市

民
に
対
し
て
告
知
す
る
こ
と
。
③
公
募
設
置
管
理
制
度
（
Ｐ

ａ
ｒ
ｋ
―
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
を
活
用
し
、
民
間
活
力
を
最
大
限
に
生

か
し
、
公
園
の
さ
ら
な
る
魅
力
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
。
④
今

後
行
う
予
定
の
岸
和
田
城
耐
震
化
に
よ
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
、
新
た
な
魅
力

づ
く
り
を
行
う
こ
と
。
⑤
来
年
迎

え
る
市
制
施
行
１
０
０
周
年
の
記

念
事
業
に
本
市
の
看
板
で
も
あ
る

だ
ん
じ
り
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
を
検

討
す
る
こ
と
。
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①
幼
保
再
編
計
画
で
は
、
今
後
10
年
間
で
再
編
・
新
設
を
す

る
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
ま
す
ま
す
保
育
ニ
ー
ズ
は

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
一
刻
も
早
く
待
機
児
童
を

解
消
す
る
た
め
、
早
期
に
計
画
を
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

②
公
民
館
及
び
青
少
年
会
館
再
編
に
つ
い
て
、
近
隣
の
公
共

施
設
と
の
集
約
化
を
検
討
し
、
地
域
や
利
用
す
る
人
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
に
丁
寧
な
説
明
を
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

③
久
米
田
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
は
、
駅
西
側
ア
ク
セ
ス
改

善
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
着
実
に
事
業
を
推
進
し
、

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
よ
う
要
望
す
る
。

④
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
貯
木
場
に
つ
い
て
、
埋
め
立

て
も
含
め
た
利
活
用
策
を
検
討
し
、
引
き
続
き
府
と

協
議
を
進
め
、
活
性
化
へ
取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

施
政
方
針
に
つ
い
て

【
問
】
公
共
施
設
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
及
び
再
編
に
か

か
る
計
画
は
、
幼
稚
園
や
学
校
、
公
民
館
な
ど
、
教
育
関
係

施
設
が
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
市
民
へ
の
説
明
会
を
早
急

に
実
施
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
計
画

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
教
育
長
の
考
え
を
聞
き

た
い
。

【
答
】
地
方
自
治
体
は
、
市
民
全
体
の
利
益
の
向
上
を
図
る

こ
と
が
使
命
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
り
、
市
民
か
ら

預
か
っ
た
財
源
の
使
い
道
に
つ
い
て
、
公
益
、
公
平
・

平
等
の
観
点
か
ら
判
断
す
べ
き
責
任
が
あ
る
。
今
後

と
も
、
こ
の
観
点
か
ら
市
民
、
議
会
と
十
分
に
議
論

し
、
計
画
の
推
進
に
努
め
た
い
。

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
支
援
と
対
策
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

①
コ
ロ
ナ
禍
で
市
民
の
暮
ら
し
や
中
小
事
業
者
の
経
営
は
大

変
な
状
況
で
あ
り
、
今
後
の
臨
時
交
付
金
の
使
い
道
は
、
市

民
や
事
業
者
に
と
っ
て
有
効
な
施
策
と
な
る
よ
う
検
討
す
る

こ
と
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
市
内
全
て
の
高

齢
者
が
接
種
で
き
る
よ
う
、
正
確
な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
。

②
幼
稚
園
・
保
育
所
再
編
及
び
小
・
中
学
校
適
正
配
置
は
、

市
民
説
明
会
で
出
さ
れ
た
意
見
を
尊
重
し
、
今
後
の
計
画
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
。
ま
た
、
小
中
一
貫
校
に
つ
い
て
は
、
メ

リ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
デ
メ
リ
ッ
ト
も
示
す
こ
と
。

③
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
公
共
施
設
の
再
編
は
、
国

が
示
し
た
削
減
目
標
の
達
成
ば
か
り
を
先
行
さ
せ
ず
、

地
域
住
民
と
十
分
に
協
議
し
、
市
の
方
針
の
押
し
付

け
と
な
ら
ぬ
よ
う
今
後
の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
。

コ
ロ
ナ
対
策
、
教
育
・
保
育
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

　

昨
年
３
月
に
市
立
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
及
び
適
正
配

置
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
、
同
年
７
月
に
市
内
８
カ
所
で
説

明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
統
廃
合
さ
れ
る
学
校
も
あ
り
、
反
対

も
含
め
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ
る
が
、
何
よ
り
大
切
な
視
点

は
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実
で
あ
る
。

　

多
少
の
手
間
や
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
地
域
住
民
の
声
に

し
っ
か
り
と
耳
を
傾
け
、
丁
寧
な
説
明
を
し
、
理
解
を
得
な

が
ら
共
に
考
え
進
め
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
早
く
良
い
結
論

が
導
き
出
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
、
公
共
施
設
の
適
正
化
を
進
め
て
い
く
な
か

で
、
特
に
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
関
係
施
設
に
つ

い
て
は
、
担
当
部
署
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
や
調
整
力

を
大
い
に
発
揮
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

そ
の
他
の
質
問 

○
木
材
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
貯
木
場

　
　
　
　
　
　

 

○
次
期
総
合
計
画
の
策
定

小
・
中
学
校
の
規
模
の
適
正
化
と
適
正
配
置
に
つ
い
て

会派代表による

　令和 3 年第 1 回定例会では、６会派の代表
が総括質問を行いました（発言順に掲載）。

　総括質問・一般質問の様子は、
市議会ウェブサイトの録画中継
のページでご覧いただけます。
　URL：http://www.city.kishiwada.osaka.jp/
　　　　site/gikai/184rokuga.html

　また、５月下旬以降、市議会ウェブサイト
の「会議録の閲覧」のページでも詳細をご覧
いただけます。

要 旨

総括質問

そ
の
他
の
質
問 

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
　
　
　
　
　

 

○
広
域
行
政
の
推
進　

ほ
か

新
庁
舎 

工
事
請
負
契
約
の
議
案
を
否
決

【
賛
成
討
論
】

○
老
朽
化
し
た
庁
舎
の
建
て

替
え
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

財
源
面
か
ら
も
国
の
有
利
な

起
債
制
度
が
活
用
で
き
る
の

は
令
和
２
年
度
ま
で
で
あ
り
、

先
送
り
は
資
金
計
画
に
大
き

な
見
直
し
が
必
要
と
な
る
。

【
反
対
討
論
】

○
庁
舎
建
設
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
た
め
、
市
民
の
理

解
を
得
る
必
要
が
あ
る
。
選

定
委
員
に
相
談
せ
ず
市
単
独

で
失
格
を
判
断
し
た
行
為
は

公
明
性
、
透
明
性
に
欠
け
る
。

○
失
格
の
判
断
は
恣し

い意
的
で

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
必
要

が
あ
り
、
選
定
委
員
会
に
お

い
て
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の

手
続
き
が
な
い
ま
ま
１
事
業

者
で
選
定
が
行
わ
れ
、
複
数

者
の
案
を
比
較
検
討
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

※
議
案
に
対
す
る
議
員
の
賛

　

否
は
２
面
に
掲
載
。

　

庁
舎
の
建
て
替
え
工
事
を
請

け
負
う
事
業
者
と
契
約
を
結
ぶ

た
め
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
こ

れ
を
否
決
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
老
朽
化
し
た
庁
舎

の
建
て
替
え
工
事
を
請
け
負
う

事
業
者
の
選
定
の
た
め
、
外
部

委
員
５
名
と
副
市
長
で
構
成
す

る
選
定
委
員
会
で
選
定
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

２
次
審
査
前
、
１
次
審
査
を

通
過
し
た
３
者
の
う
ち
２
者
が

秘
書
課
を
訪
れ
、
選
定
委
員
で

あ
る
副
市
長
の
在
席
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、

名
刺
を
置
い
て
い
き
ま
し
た
。　

市
は
こ
の
行
為
が
失
格
要
件
の

「
委
員
に
故
意
に
接
触
を
求
め

た
場
合
」
に
当
た
る
と
判
断
し
、

２
者
を
失
格
と
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
選
定
委
員
に
経
緯
を
伝

え
た
と
こ
ろ
理
解
を
得
ら
れ
ず
、

委
員
４
名
が
辞
任
し
ま
し
た
。

　

２
次
審
査
の
結
果
、
残
る
１

者
が
受
注
候
補
者
に
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

◆
こ
れ
ま
で
の
経
緯

◆
本
会
議
で
の
討
論
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①
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
状
況
が
続
き
、
社
会
全
体
が
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
る
な
か
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育

に
は
、
よ
り
一
層
力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
改
訂
さ
れ
た

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、
子
ど
も
た
ち
に
、
時
代
に
合
っ

た
教
育
を
提
供
す
る
よ
う
求
め
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
制
度
を
活
用
し
、
教
育
現
場
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解

決
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
油
断
で
き
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
医
療
従
事
者
や
事
業
者
を
は
じ
め
と

し
た
市
民
全
員
が
尽
力
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
大
変

な
思
い
を
し
て
い
る
。
感
染
拡
大
の
影
響
に
つ
い
て

状
況
把
握
に
努
め
、
引
き
続
き
、
支
援
策
を
検
討
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

学
校
教
育
と
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
に
つ
い
て

（次世代政策会議）
雪本　清浩

　

庁
舎
付
近
を
活
断
層
が
縦

断
し
て
い
る
と
１
月
に
報
道

さ
れ
た
。
活
断
層
を
震
源
と

す
る
鉛
直
地
震
動
は
、
建
物

の
柱
を
衝
撃
的
破
壊
す
る
怖

さ
が
あ
る
。
こ
の
震
動
の
免

震
技
術
は
建
築
分
野
で
も
確

立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
対
策
は

危
険
を
避
け
る
こ
と

だ
。
新
庁
舎
建
設
は
、

活
断
層
と
津
波
５
メ

ー
ト
ル
線
か
ら
離
れ

た
場
所
に
す
べ
き
だ
。

活
断
層
「
大
阪
湾
南
東
岸
断
層
」
と
防
災
都
市
に
つ
い
て

井舎　英生
（現無所属クラブ）

　

「
防
災
へ
の
意
識
が
風
化
し
て
い
る
」。
発
災
か
ら
10
年
を

迎
え
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
が
、
２
月
13
日
に
発
生
し

た
福
島
・
宮
城
地
震
（
震
度
６
強
）
の
際
に
述
べ
た
言
葉
だ
。

本
市
の
地
域
防
災
計
画
を
補
完
す
る
業
務
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
で
は
、
災
害
対
策
本
部
を
市
役
所
か
ら
２
・
５
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
離
れ
た
消
防
本
部
に
設
置
す
る
と

し
て
い
る
。
本
来
、
市
役
所
に
設
置
す
べ

き
だ
が
、
庁
舎
の
倒
壊
や
職
員
が
倒
壊
に

巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
も
想
定
し
て

い
る
た
め
で
あ
る
。
早
急
に
庁
舎

の
耐
震
化
と
各
部
局
別
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

作
成
し
、
業
務
継
続
が
可
能
な
体

制
を
確
立
す
べ
き
で
あ
る
。

（次世代政策会議）

京西　且哲

　

令
和
３
年
度
の
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
利
用
申
請
者
数
は
、
常

盤
・
光
明
・
城
東
・
新
条
の
４
小
学
校
で
定
員
を
上
回
り
、

全
体
で
25
人
、
う
ち
17
人
の
待
機
児
童
が
常
盤
で
発
生
し
て

い
る
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
利
用
対
象
者
を
６
年
生

ま
で
拡
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
盤
で
は
２
年
生
で
も

待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る
。
こ
の
状
況
を
重
く
受
け
止
め
、

一
刻
も
早
く
改
善
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

　

教
室
と
し
て
使
う
部
屋
の
確
保
に
も
苦
慮
し
て
い
る
な
か
、

今
後
、
国
の
方
針
で
少
人
数
学
級
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
教
室
を
活
用
し
た
チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
開

設
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
る
と
考
え
る
。
新
た
な
場

所
で
の
増
改
築
な
ど
、
抜
本
的
な
解
決
策
の
検
討
を

要
望
す
る
。

チ
ビ
ッ
コ
ホ
ー
ム
の
待
機
児
童
に
つ
い
て

（きしわだ未来）
反甫　旭

　

平
成
26
年
度
に
始
ま
っ
た
、
丘
陵
地
区
ゆ
め
み
ヶ
丘
岸
和

田
の
整
備
事
業
で
は
、
エ
リ
ア
ご
と
に
新
し
い
ま
ち
が
出
来

つ
つ
あ
る
。
業
務
エ
リ
ア
で
は
、
今
年
の
春
に
は
20
社
が
操

業
を
開
始
し
、
総
従
業
員
数
は
千
人
を
超
え
る
見
込
み
で
あ

る
。
住
宅
エ
リ
ア
で
は
、
す
で
に
約
40
世
帯
が
入
居
し
、
将

来
的
に
は
２
６
０
世
帯
の
入
居
を
想
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、

住
民
や
通
勤
者
の
足
と
な
る
地
域
公
共
交
通
の
確
保
が
十
分

で
は
な
い
た
め
、
既
存
バ
ス
ル
ー
ト
の
便
数
改
善
な
ど
、
交

通
利
便
性
の
向
上
を
早
急
に
進
め
る
よ
う
要
望
す
る
。

　

ま
た
今
後
、
子
ど
も
の
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
、
山
直
南
小
学
校
を
閉
校
す
る
必
要
は
な
い
。

事
前
の
説
明
ど
お
り
山
直
南
小
学
校
へ
通
学
で
き
る

よ
う
、
配
置
計
画
の
見
直
し
を
要
望
す
る
。

丘
陵
地
区
開
発
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

（誠和クラブ）
殿本　マリ子

市政に関する 一 般 質 問

　本市議会では、市政に関する重要な施策

について共通認識を持つとともに、政策水

準を高めるため政策討論会を行っています。

　全議員が３つの分科会に分かれ、下記の

テーマで令和２年８月から３年３月まで

９回の政策討論を重ねてきました。

　各分科会で討論内容がまとまったため、

提言書・報告書として永野市長へ提出しま

した。

 ・町会加入者の減少問題

 ・競輪場を活用した観光促進

 ・公契約のあり方

　提言書・報告書は市議会ウェブサイトか

らご確認いただけます。

防
災
計
画
の
実
効
性
に
課
題
あ
り

そ
の
他
の
質
問 

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

そ
の
他
の
質
問 

○
小
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

　
　
　
　
　
　

 

○
駐
車
場
の
附
置
義
務　

ほ
か

そ
の
他
の
質
問 

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
市
民
病
院
の
運
営
・
経
営

　
　
　
　
　
　

 

○
市
民
意
見
聴
取
制
度
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
」
及
び
市
情
報
公
開
制
度

　４月５日に、市の新規採用

職員研修の一環として議場見

学と模擬議会が行われました。

　全員、初めて入る議場に緊

張気味でしたが、模擬議会で

は新採職員が、議員や市長役

としての原稿を熱心に読み、

市議会について学びました。

補
充
員
当
選
者
名
簿

選
挙
管
理
委
員
及
び

日　時 会　議　名

６月21日(月)

本会議　　22日(火)

　　23日(水)

　　25日(金)
文教民生
常任委員会

日　時 会　議　名

６月28日(月) 事業常任委員会

　　29日(火) 総務常任委員会

　　30日(水)
庁舎建設
特別委員会

７月２日(金) 本会議

６月定例会の日程(予定)

※開会時間は午前 10 時の予定です。
　傍聴される方は、市役所新館３階議会受付へお越しください。

○本会議の様子を、テレビ岸和田で生中継します。
　再放送は、６月 26 日 ( 土 )、27 日 ( 日 )、
　７月３日 (土 )、４日 (日 )の予定です。
　また、ラヂオきしわだでも録音放送します。
　詳細は、各放送局のウェブサイトをご確認ください。

本市の「地域防災計画」・「業務継続計画」

☆
選
挙
管
理
委
員

　
　
西に

し

村む
ら

　
　
芳よ

し

德の
り

　
　
永な

が

野の

　
　
和か

ず

良よ
し

　
　
池い

け

川が
わ

　
　
美み

津つ

雄お

　
　
谷た

に

中な
か

　
　
明あ

き

子こ

☆
補
充
員

　
　
金か

な

田た

　
　
隆た

か

行ゆ
き

　
　
一い

ち

ノの

谷た
に

　
康や

す

宏ひ
ろ

　
　
谷た

に

　
　
　
文ふ

み

代よ

　
　
中な

か

井い

　
　
秀

し
ゅ
う

博は
く

　

選
挙
管
理
委
員
及
び
補

充
員
が
任
期
満
了
と
な
る

た
め
、
３
月
23
日
の
本
会

議
で
左
記
の
委
員
を
選
出

し
ま
し
た
。
任
期
は
３
月

30
日
か
ら
で
す
。

　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

令 和 ２ 年 度 政 策 討 論 会
市長へ提言書・報告書を提出

新規採用職員　議場見学
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